
序
文 1. 前書き（1:1-3）　　2. あいさつ（1:4-6）　　3. 手紙の主題（1:7-8）

本
文

ヨハネが見た見たこと　栄光に輝くイエス（1:9-20）

今今あること　七つの教会への手紙（2:1-3:22）
1. エペソにある教会へ（2:1-7）
2. スミルナにある教会へ（2:8-11）
3. ペルガモンにある教会へ（2:12-17）
4. ティアティラにある教会へ（2:18-29）
5. サルディスにある教会へ（3:1-6）
6. フィラデルフィアにある教会へ（3:7-13） 
7. ラオディキアにある教会へ（3:14-22）

この後この後起ころうとしていること　神のさばきと神の国（4:1-22:5）
天の幻

（4:1-5:14）
天の御座に着いている方（4:1-11）
子羊と封じられた巻物（5:1-14）

神の怒りのさばき
（6:1-19:21）

封印のさばき
（6:1-8:1）

•第 1～第 6 の封印（6:1-17）
• 14万 4千人と大勢の群衆（7:1-17） 
•第 7の封印（8:1）　▶ラッパのさばき

　
　
　
　
　
　
患
難
時
代

ラッパのさばき
（8:2-11:19）

•イントロダクション（8:2-6）
•第 1～第 4のラッパ（8:7-12）
•第 5のラッパ /第 1のわざわい（8:13-9:12） 
•第 6のラッパ /第 2のわざわい（9:13-21） 
•強い御使いと小さな巻物（10:1-11）
•神殿と二人の証人（11:1-14）
•第 7のラッパ（11:15-19）▶鉢のさばき

〔幕間〕
さばきの背景
（12:1-14:20）

•女と竜（12:1-18）
•獣の支配（13:1-18）
•子羊と 14万 4千人（14:1-5） 
•三人の御使いの宣言（14:6-12） 
•殉教者の祝福の宣言（14:13）
•人の子による刈り取り（14:14-20）

鉢のさばき
（15:1-18:24）

•イントロダクション（15:1-8） 
• 7つの鉢のさばき（16:1-21） 
•大バビロンの説明（17:1-18） 
•大バビロンの滅亡（18:1-24）

再臨のイエス
によるさばき
（19:1-21）

•神のさばきに対する賛美（19:1-5） 
•子羊の婚礼に対する賛美（19:6-10） 
•イエスの再臨と獣の滅亡（19:11-21）

神の王国の完成
（20:1-22:5）

サタンの封印（20:1-3）
千年王国（20:4-6）
最後の反乱とサタンの滅び（20:7-10）
大きな白い御座のさばき（20:11-15） 
新しい天と地の到来（21:1-8）
聖なる都エルサレム（21:9-22:5）

結
び

1. 預言の確証（22:6-7）　　2. 御使いの命令（22:8-11）　　3. イエスのことば（22:12-20a）
4. 再臨を願う祈り（22:20b）　　5. 結びの言葉 : 祝福の祈り（22:21）

第70週のはじまり

第70週の終わり

第70週前半の終わり
第70週後半のはじまり

アウトライン

～手紙として書かれた預言書～

ヨハネ
の

黙示録

13 6:1-8 
封印のさばき① 第1～第4の封印

メッセージアウトライン 
第1の封印 □：反キリスト（6:1-2） 
第2の封印 ■：戦争（6:3-4） 
第3の封印 ■：飢饉（6:5-6） 
第4の封印 ■：死（6:7-8）

モトノート 
4頭の馬の色が象徴していること 
□白い馬（6:2）→神の正しさ、きよさ 
■火のように赤い馬（6:4）→平和をかき消す炎 
■黒い馬（6:5）→嘆き、悲しみ（喪服の色） 
■青ざめた馬（6:7）→死（死体などの血の気のない様子） 

反キリスト　▶講解ノートpp14-18 
参照：1ヨハ2:18-22、4:3、2ヨハ7 
ギリシャ語で「アンティクリストス」。キリストに反抗する者、キリス
トを装う者という意味。 
終末論の専門用語としては、世の終わりに現れる世界の支配者のこと。 
黙示録13章では「獣」と呼ばれている。 

6:6 デナリとコイニクス 
1デナリ＝労働者の1日分の賃金 
1コイニクス＝約1リットル 
小麦1コイニクス＝大麦3コイニクス＝1デナリは、当時の物価の5～15
倍。 

患難時代のさばきの目的 
地上の悪を一掃すること 
人々を悔い改めに導くこと

ウエノート 
　反キリストの台頭 
　　救われる人々の登場 
　　　さばきの裏側の恵の要素 

有さんの応答例 
失敗後の対応

チャートナビ

年　　　月　　　日　　名前：

メッセージの 
感想があれば 
お書きください


